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青年の職業忌避的傾向と就業不安および進路決定効力感































義では,15-34歳のふだん収入を伴う仕事をして を開発し,大学 1, 2年生を対象とした調査研究を
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目標選択,計画立案,困難解決の5つの側面であり, 決の 5下位尺度,計 40項目から構成される尺度を























調査対象は,岡山大学学生 , 1, 2年生｡男子 
































































 )の作成した CDMSESを参考に, 
青年の職業忌避的傾向と就業不安および進路決定効力感 
Talbel 職業忌避的傾向測定尺度の項目分析結果
質 問 項 目 a l' r 2' 
1 いつまでも仕事をしないで ,遊んで暮らせたらいいのにと思う .763 .578 
2 自分に合った職業を見つけるため ,積極的に職業を調べている 3' .792 .338 
3 いまは将来の職業について考えたくない .781 .440 
4 将来の職業はだいたい決まっており ,いまはその職業につくため努力している 3' .790 .361 
5 就職しないで ,いつまでも学生でいられたらいいのにと思う .777 .474 
6 いつかは仕事につかなければいけないかと思うと ,ゆううっになってくる .774 .504 
7 アルバイトやパートではなく ,早く定職につきたい 3' .788 .377 
8 束縛されずに自由でいたいと思うので ,定職にはつきたくない .784 .416 
9 仕事に追われる日々を考えると ,職業につくのが嫌になる .767 .558 
10 できれば ,仕事につかず ,気ままに暮らしたい .758 .620 
1)当該項目を削除した場合の α係数 (10項目での α係数は ,.795) 
2) 項目一尺度得点間相関 (尺度得点は当該項目を除いて算出 ) 
3) 逆転項目 
Tal 就業不安測定尺度の項目分析結果be2
質 問 項 目 α ユ' r 2-
1 自分に合った職業が選べるかどうか心配である 79 40.9 .7
2 就職することに対する不安が強い 79 52.6 .6
3 将来,就職したとき,いろいろな失敗にうまく対応できないのではないだろうかと心配になる 79 67.5 .2
4 将来,就職したとき,仕事をうまくこなしていけるかどうか心配である 70 75.5 .0
5 将来,就職したとき,職場の仲間や上司とうまくやっていけるかどうか心配である 71 57.7 .5
1)当該項目を削除した場合の α係数	 ( 805項目での α係数は ,.0) 
2)項目一尺度得点間相関 (尺度得点は当該項目を除いて算出) 
(3) 就業不安 :就職に対する不安の程度を測定す 項目分析を行った｡手続 きとしては,全項 目での α
るための質問項 目を 5項 目作成 した (Table2 係数 と個々の項 目を除いたときの α係数 とを比較
参照)｡項目の内容は,就職全般-の不安の他, し,後者のほうが高いとき,その項 目を削除すると
適職の選択,職務の遂行,職場の対人関係,職 いう方法をとった｡職業忌避的傾向尺度の項目分析
務上の失敗の克服のそれぞれについての不安を 結果は Tablelに示す とお りで,削除すべ き項 目は
問う項目とした｡回答は,職業忌避的傾向尺度 なかった｡ 1 0項 目での α係数は 0.795で,ほぼ満足
と同じ, 5選択肢からの択一方式とした｡ すべ き内的整合性を示 した｡一方,就業不安尺度の
(4) 特性不安 :上記の就業不安尺度の妥当性の検 結果については, Table2に示すとお りで,やはり
討を目的として, 日本版状態 ･特性不安検査 削除すべ き項 目はなかった｡ 5項 目での α係数は, 
(水口 ･下仲 ･中里, 1991)の特性不安測定項 0.800で,やは りほぼ満足すべ き内的整合性 を示 し
目20項目を利用 した｡回答は ,｢ほとんどない｣ た｡なお,これら 2測定尺度の採点に関しては,高
｢ときたま｣｢しばしば｣｢しょっちゅう｣の 4 得点ほど職業忌避的傾向,就業不安が高 くなる方向
選択肢からの択一方式とした｡ とした｡
3.調査手続き なお,就業不安と特性不安の相関係数については,
上記の質問項 目を印刷 した調査票を用い,講義時 男子において 045 .3.0,女子において 051という結果
間中に,一斉調査方式で調査を実施 した｡なお,調 であ り,併存的妥当性が確認された｡ 
査票 -の記名は求めていない｡
2.進路決定効力感の因子分析



















































































































































































































































スクリ-テス トによると, 方法をとった｡その結果,自己評価,職業情報収集, 
4因子構造が妥当と考えられるが,ここでは,因子





































































































































( ｣と ｢困難解決 ｣であった｡職業忌)2
02-.
(
では, 1項目 (両親や教師がすすめる職業であって 避的傾向の決定係数は 5で,有意なパスが確認さ
























( )｣ -,｢職業情事馴叉集 ( )7










































































































































































































∫0Ci 1tres,. .職業忌避的傾向の軽減につながると考えられる｡ そ

























まず,本研究では,大学 1, 2年生を対象 古市裕一 5991できる｡
6進路指導研究,1,1
水口公信 ･下仲順子 ･中里克治 
2.2-6に調査を行ったが,就職を間近にした 3, 4年生で 要因についての検討
1991は,進路決定効力感,就業不安,職業忌避的傾向の 日本版状
関連のあり方も異なることが予想される｡また,今 態 ･特性不安検査使用手引 三京房
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3002西山 薫 就職不安とプロアクティヴパーソ目的として,進路決定効力感および就業不安という
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